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火災の発生原因として、電気機器や配線から
の出火が増加傾向にあります。身近にある電気製
品は、ちょっとした使用方法の誤りや管理不足に
より、火災になってしまう恐れがあります。

そこで、今月は電気火災の原因とその予防策
について、お話しします。

コンセントやプラグからの出火（トラッキング現象）
【原因】　

　コンセントとプラグの隙間にほこりや水分が付着
すると、その表面で火花が散り、そこから樹脂部分
にかけて徐々に熱を持ち、火災となることがあります。

【予防】
　・　コンセントやプラグは清潔に保つ
　・　プラグは丁寧に扱う
　・　緩みがないように、しっかりと差し込む

たこ足配線
【原因】　

　電気コードは使用できる電気の量が定められてい
ます。その許容電流を超えてしまうと、熱を持ち火
災となることがあります。

【予防】
　・　たこ足配線をしない
　・　テーブルタップ使用時は、許容電流を守る

電気コードの短絡（ショート）
【原因】　

　電気コードが重い家具の下敷きになっていたり、
釘などで強く固定されていたりすると、コードを傷
つけてしまい、ショートの原因になります。また、コ
ードを束ねたままの使用も、コードに熱がこもりや
すく火災の原因になります。

【予防】
　・　コードは束ねたまま使用しない
　・　コードを重い家具の下敷きにしない
　・　コードを釘などで固定しない

電気器具の使用放置
【原因】　

　アイロンやドライヤー、電気ストーブなど熱を発
する機器を電源を入れたまま放置すると機器自体が
過熱し、服や布団などの可燃物に接触すると、火災
となることがあります。また、電源を切ってもしばら
くは熱を持っているので、すぐにしまってしまうと、
そこから火災となることもあります。

【予防】
　・　その場を離れるときは必ず電源を切る
　・　燃えやすいものを近くに置かない
　・　電源を切ってもすぐにはしまわない
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消防署
だより 電気火災を防ぐ

　11月９日（日）から11月15日（土）までの７日間、
全国一斉に秋季火災予防運動が行われます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎え、予
防の意識を高めることで発生を防止し、高齢者を中
心とする死者の発生や財産の損失を防ぐことを目
的としています。

　65 歳以上の高齢者のいる世帯の、老朽消火器回
収と廃棄処分料の半額を助成しています（詳しくは
広報まさき6 月号 22 ページを参照）。
　10 月20 日現在、90 本の回収・助成の申請があ
り、残り35 本となっています。本数に達し次第、締
め切りとなりますので、お早めにご連絡ください。

もういいかい
火を消すまでは　まあだだよ
平成 26 年度全国統一標語

古くなった消火器の回収と
廃棄処分料助成を行います
老朽化消火器回収・廃棄処分料助成
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